
－ 1 － 

佐久広域連合告示第６号 

 

平成２３年佐久広域連合議会第３回定例会を次のとおり招集する。 

 

平成２３年９月２２日 

 

 

 

 

 

                              佐久広域連合 

                              広域連合長  栁 田 清 二 

 

１．期  日 平成２３年１０月３日（月） 午後１時３０分 

 

２．場  所 佐久広域連合議場（講堂） 
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○応招・不応招議員 

 

応招議員（２２名） 

    １番  別 府 福 雄 君        ２番  小 山   達 君 

    ３番  疇 地   稔 君        ４番  中 澤 兵 衛 君 

    ５番  有 坂   章 君        ６番  柳 澤 重 也 君 

    ７番  三 浦 正 久 君        ８番  佐 藤 悦 生 君 

    ９番  高 橋 良 衛 君       １０番  佐 藤 二三雄 君 

   １１番  由 井 美 成 君       １２番  大 村 公之助 君 

   １３番  中 島 常 夫 君       １４番  木 次 孝 茂 君 

   １５番  今 井 邦 三 君       １６番  小 林   武 君 

   １７番  大 林 義 博 君       １８番  荻 原 宗 夫 君 

   １９番  内 堀 恵 人 君       ２０番  笹 沢   武 君 

   ２１番  瀧 澤 壽美雄 君       ２２番  箕 輪 修 二 君 

 

不応招議員（なし） 
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平成２３年佐久広域連合議会第３回定例会 

平成２３年１０月３日（月曜日） 

 議 事 日 程 （第３号） 

 

    開会宣告 

    仮議席の指定 

    諸般の報告 

    新議員紹介 

第 １ 議席の指定 

第 ２ 会議録署名議員指名 

第 ３ 会期決定 

第 ４ 常任委員会委員の選任及び委員長の互選 

    （休憩） 

第 ５ 議会運営委員会委員の選任 

第 ６ 議案上程、連合長招集あいさつ、議案総括説明 

    議案第２５号 小型動力ポンプ付水槽車の購入について 

    議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 

    議案第２７号 平成２２年度佐久広域消防特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第２８号 平成２２年度佐久広域養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第２９号 平成２２年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て 

    議案第３０号 平成２２年度佐久広域救護施設特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第３１号 平成２２年度佐久広域食肉流通センター特別会計歳入歳出決算認定について 

    議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）について 

    議案第３３号 平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３号）について 

    議案第３４号 平成２３年度佐久広域養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）について 

    議案第３５号 平成２３年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）につ 

           いて 

    議案第３６号 平成２３年度佐久広域救護施設特別会計補正予算（第１号）について 

    議案第３７号 平成２３年度佐久広域食肉流通センター特別会計補正予算（第２号）につい 

           て 

第 ７ 一般質問 

第 ８ 議案質疑 
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第 ９ 議案委員会付託 

    （休憩） 

第１０ 付託議案の委員長報告、質疑・討論・採決 

第１１ 閉会宣告 

 



－ 5 － 

出席議員（２２名） 

    １番  別 府 福 雄 君        ２番  小 山   達 君 

    ３番  疇 地   稔 君        ４番  中 澤 兵 衛 君 

    ５番  有 坂   章 君        ６番  柳 澤 重 也 君 

    ７番  三 浦 正 久 君        ８番  佐 藤 悦 生 君 

    ９番  高 橋 良 衛 君       １０番  佐 藤 二三雄 君 

   １１番  由 井 美 成 君       １２番  大 村 公之助 君 

   １３番  中 島 常 夫 君       １４番  木 次 孝 茂 君 

   １５番  今 井 邦 三 君       １６番  小 林   武 君 

   １７番  大 林 義 博 君       １８番  荻 原 宗 夫 君 

   １９番  内 堀 恵 人 君       ２０番  笹 沢   武 君 

   ２１番  瀧 澤 壽美雄 君       ２２番  箕 輪 修 二 君 

 

欠席議員（なし） 
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説明のため出席した者 

 

広 域 連 合 長 

（佐久市長） 

 

栁 田 清 二 君 

 代 表 

副広域連合長 

（小諸市長） 

 

芹 澤   勤 君 

代 表 

副広域連合長 

（川上村長） 

 

藤 原 忠 彦 君 

 代 表 

副広域連合長 

（立科町長） 

 

小宮山 和 幸 君 

副広域連合長 

（小海町長） 
 新 井 寿 一 君 

 
副広域連合長 

（南牧村長） 
 菊 池 幸 彦 君 

副広域連合長 

（南相木村長） 
 中 島 育 男 君 

 
副広域連合長 

（北相木村長） 
 井 出 玄 明 君 

副広域連合長 

（佐久穂町長） 
 佐々木 定 男 君 

 
副広域連合長 

（軽井沢町長） 
 藤 巻   進 君 

副広域連合長 

（御代田町長） 
 茂 木 祐 司 君 

 
監 査 委 員 

 
萩 原   茂 君 

会 計 管 理 者 
 

山 崎 恭 介 君 
 

事 務 局 長  土 屋 雅 廣 君 

消 防 長  茂 原 孝 好 君  福 祉 課 長  高 地 利 重 君 

食 肉 流 通 

センター所長 
 土 屋 克 巳 君  勝 間 園 所 長  倉 根   徹 君 

清 和 寮 寮 長  徳 野   力 君  消 防 次 長  佐 藤 政 雄 君 

警 防 課 長  岡 部 正 和 君  通信指令課長  小 松 光 毅 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

議会事務局 

 

事 務 局 次 長  上 原 長 男  
事 務 局 

庶 務 係 長 
 平 島 郁 勇  
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開会宣告 

（午後 １時３４分） 

○議長（別府福雄君） 皆さんこんにちは。それでは、ただ今から平成２３年佐久広域連合議会第 

３回定例会を開会いたします。 

  現在までの出席議員は２２名であります。定足数を超えておりますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

  なお、御通知申し上げましたように、本日クールビズ対応ということでございますが、議場が暑

くなってきたりしましたら、随時そのときに独自の判断で上衣をお脱ぎいただいて結構でござい

ますので、よろしくどうぞ。 

  例月出納検査結果報告書が提出され、お手元に配付してありますので、ごらん願います。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎仮議席の指定 

○議長（別府福雄君） 議事進行上、仮議席を指定いたします。新たに選出されました連合議員の仮

議席は、ただいま御着席の議席といたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎傍聴及び報道許可 

○議長（別府福雄君） 本会議、傍聴のため申し込みがございますので、これを許可してあります。

また、報道機関及び広報取材のため申し込みがあり、これを許可してありますので、御承知願い

ます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎諸般の報告 

○議長（別府福雄君） 諸般の報告を行います。 

  お諮りいたします。本件につきましては、印刷してお手元に配付してありますので、ごらん願う

ことにして、朗読は省略いたしたいと思います。 

  これに、御異議ございませんか。 

                〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、朗読は省略いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎新議員の紹介 

○議長（別府福雄君） 新議員の紹介をいたします。 

  新議員は、御代田町議会議長、内堀恵人君、御代田町議会副議長、笹沢 武君、以上の２名であ
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ります。 

  ここで、新たに連合議員になられた皆さんからごあいさつをお願いします。 

  最初に、御代田町議会議長、内堀恵人君、登壇願います。 

                〔１９番 内堀恵人君登壇〕 

○１９番（内堀恵人君） 皆さん、こんにちは。御代田町議会、内堀恵人です。２年間、広域議会議

員として世話になっておりました。今回改めて広域の議会にお世話になるわけですが、よろしく御

指導のほどお願いしたいと思います。よろしくお願いします｡ 

○議長（別府福雄君） 次に、御代田町議会副議長、笹沢 武君、登壇願います。 

                〔２０番 笹沢 武君登壇〕 

○２０番（笹沢 武君） ただいま御紹介いただきました御代田町議会の笹沢 武でございます。今

回初めて佐久広域連合議員として出席させていただくことになりました。どうぞ皆さん、よろしく

お願いいたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第１ 議席の指定 

○議長（別府福雄君） 日程第１ 議席の指定を行います。 

  会議規則第４条の規定により、議長において指定をいたします。１９番、内堀恵人君、２０番、

笹沢 武君。 

  以上のとおり、指定いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第２ 会議録署名議員指名 

○議長（別府福雄君） 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、２０番、笹沢 武君、２２番、箕輪修二君

の２名を指名いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第３ 会期決定 

○議長（別府福雄君） 日程第３ 会期の決定を議題といたします。 

  本定例会の会期につきましては、９月２日に議会運営委員会が開かれ、御協議願っておりますの

で、その結果を委員長から御報告願います。 

  議会運営委員長、小山 達君。 

○議会運営委員長（小山 達君） 議会運営委員会の報告をいたします。 

  去る９月２日、佐久広域連合議会第３回定例会の会期及び日程等について、議会運営委員会を開

催し、協議いたしましたので、その結果を御報告いたします。 

  本定例会に提出されます議案は、事件案１件、決算認定６件、予算案６件の計１３件であります。



－ 9 － 

一般質問の通告者は１名であります。 

  また、議事日程及び一般質問発言通告書は、お手元に配付いたしましたとおりでございます。 

  会期につきましては、皆様方の御協力を得まして、本日１日間といたしたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

  以上、議会運営委員会の会議報告といたします。 

○議長（別府福雄君） お諮りいたします。 

  本定例会の会期につきましては、議会運営委員長報告のとおり、本日１日間といたしたいと思い

ます。 

  これに、御異議ございませんか。 

                〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、会議は本日１日間と決定いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第４ 常任委員会委員の選任及び委員長の互選 

○議長（別府福雄君） 日程第４ 常任委員会委員の選任及び委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  欠員となっております、常任委員会委員の選任につきましては、佐久広域連合議会委員会条例第

８条第１項の規定により、議長において指名いたしたいと思いますが、これに、御異議ございませ

んか。 

                〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議長において指名いたします。 

  総務委員会委員に、笹沢 武君、経済建設保健衛生委員会委員に、内堀恵人君。 

  以上のとおり、それぞれ指名いたしたいと思います。 

  これに、御異議ございませんか。 

                〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました諸君を、それぞれの常任委員会委員に選任することに決定い

たしました。 

  続いて、経済建設保健衛生委員会委員長の互選を行います。 

  経済建設保健衛生委員会の諸君は、委員会を開き、委員長の互選を行い、その結果を議長まで報

告願います。 

  ここで、議事整理のため、暫時休憩いたします。 
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（午後 １時４１分） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（別府福雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 １時５２分） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎委員長互選結果の報告 

○議長（別府福雄君） 経済建設保健衛生委員会委員長の互選の結果について、報告がありましたの

で申し上げます。 

  経済建設保健衛生委員会委員長、内堀恵人。 

  以上、御報告申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第５ 議会運営委員会委員の選任 

○議長（別府福雄君） 日程第５ 議会運営委員会委員の選任を行います。 

  お諮りいたします。 

  欠員となっております、議会運営委員会委員の選任につきましては、佐久広域連合議会委員会条

例第８条第１項の規定により、議長において指名したいと思いますが、これに、御異議ございませ

んか。 

                〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議長において指名いたします。 

  議会運営委員会委員に、経済建設保健衛生委員長の内堀恵人を指名いたしたいと思いますが、こ

れに、御異議ございませんか。 

                〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました内堀恵人君を、議会運営委員会委員に選任することに決定い

たしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第６ 議案の上程 

○議長（別府福雄君） 日程第６ 議案の上程をいたします。 

  連合長から、事件案１件、決算認定６件、予算案６件の計１３件が提出されております。 

  議案第２５号から議案第３７号を一括上程いたします。 

  次に、連合長から、招集あいさつ並びに議案の総括説明を求めます。 

  連合長、栁田君。 
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                〔広域連合長 栁田清二君登壇〕 

○連合長（栁田清二君） 皆様、御苦労さまでございます。 

  招集のごあいさつを申し上げます。 

  本日、ここに平成２３年佐久広域連合議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には、公私とも御多用のところ、御参集をいただきまして、定刻に議会が開会できましたことに対

しまして、厚く御礼を申し上げます。 

  ６月の第２回定例会の招集あいさつでは、春先の天候不順により農作物への影響が心配されるこ

とを申し上げましたが、本年の夏も昨年に引き続き猛暑に見舞われましたことや、長雨となったこ

とから、秋の収穫の時期を迎え、その影響が心配されるところであります。改めて、自然界と向き

合う農業の難しさを痛感しているところでございます。 

  さて、３月１１日に発生をいたしました東日本大震災に続きまして、９月３日、４日の台風１２

号は、四国・中国地方を縦断し、各地で記録的豪雨による災害を引き起こし、紀伊半島では多くの

物的被害に加え、人的被害も発生して、死亡・行方不明者は１００名を超え、台風災害として平成

史上最悪の被害をもたらしたところでございます。 

  さらに、９月２１日には、浜松市付近に上陸した台風１５号が東日本を縦断し、全国で死者・行

方不明者を合わせて十数名となり、負傷者も２００人を超え、東日本大震災の被災地を含む１８府

県で避難指示・勧告が出されました。改めて自然災害の恐ろしさを痛感したところであります。そ

して、一日も早い復旧・復興を願うものでもございます。 

  さて、去る９月２日、新たに野田内閣が発足いたしました。ちょうど２年目の９月に政権交代を

果たした民主党の鳩山内閣が誕生してから、わずか２年間に３人目の首相となったわけであります。

今、国民の期待は信頼できる政治の実現であり、責任を持てる政治であります。震災からはや半年

間が過ぎましたが、思うように復興は進んでおらず、その意味では、震災からの早期な立ち直りを

図り、日本経済の潜在的な成長力を回復するような取り組みが新政権における使命であると認識を

しております。 

  次に、最近の経済情勢について申し述べさせていただきます。 

  ９月２０日に発表された内閣府の月例報告では、「景気は、東日本大震災の影響により依然とし

て厳しい状況にあるものの、持ち直している」とされていますが、先行きについては、「サプライ

チェーンの立て直しや各種の政策効果などを背景に、景気の持ち直し傾向が続くことが期待される。

ただし、電力供給の制約や原子力災害の影響に加え、回復力の弱まっている海外景気が下振れた場

合や、為替レート・株価の変動等によって、景気が下振れするリスクが存在する。また、デフレの

影響や雇用情勢の悪化懸念が依然として残っていることも注意が必要である」とされております。 

  このような政治経済情勢におきまして、最近の佐久広域連合の状況につきまして申し上げます前

に、去る７月８日開催の全国町村会理事会において、任期満了に伴う会長選挙により、藤原忠彦川
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上村長さんが全国町村会長に再選がされましたので、改めてお祝いを申し上げる次第でございます。

まことにおめでとうございました。 

  全国９４１町村で組織されます全国町村会の会長に再選されましたことは、藤原村長さんの日ご

ろの行動力や決断力、また、人徳でありまして、私ども佐久圏域の市町村関係者にとりましては、

まことに喜びにたえないところでございます。 

  現在、政治・経済ともに大変難局の時でございますが、法制化されました「国と地方の協議の

場」に基づき、真の地方分権を推し進めるためにも、他の地方５団体の長の皆様とともに、お力を

発揮していただきたいと思っております。 

  いずれにいたしましても、会長職は、今までにも増して、激務と思われますので、お体につきま

しては、くれぐれも御自愛をいただきまして、地方自治発展のために御活躍されることを御祈念申

し上げる次第でございます。 

  次に、最近の佐久広域連合の状況等につきまして、申し上げたいと思います。 

  初めに、去る６月３日に佐久広域連合長名で、長野県厚生連の盛岡理事長に対しまして、財政支

援に当たっての確認事項の回答を求めました件について、９月２１日にその回答をいただいたとこ

ろであります。回答内容につきましては、御案内のとおり、佐久総合病院の再構築は、佐久総合病

院佐久医療センターと、佐久総合病院本院の両病院が完成することで、完了となるわけでございま

すが、佐久医療センターにつきましては、平成２５年度内の開院を目指して、年内着工を念頭に、

現在、具体的な手続が進められているとお聞きしております。 

  また、本院につきましては、本院としての病院機能や、これに対応した診療機能等についてまと

めた「基本構想」（案）と病院建物の「建てかえ計画」（案）等について、具体的な計画作成が進

められているとお聞きをいたしております。 

  佐久広域連合といたしましては、内容等について精査いたしまして、国・県・関係市等の状況も

勘案する中で、佐久広域連合として第３次救急医療、高度専門医療部門を担う佐久医療センターの

建設費等に対しての財政支援額につきまして検討をして、各市町村の支援額（分担金）をお示しし

てまいりますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、仮称「成年後見支援センター」及び仮称「障害者相談支援センター」の設置についてでご

ざいますが、平成２４年４月から、佐久広域連合におきまして、一体的に運営することにつきまし

て、９月の各市町村議会に規約の改正につきまして、御承認をいただいているところでございます。

本日、当佐久広域連合議会において、補正予算の議決をいただきましたら、設置に向けた準備を事

務局福祉課において進めてまいります。 

  圏域におきましては、高齢社会の到来とともに、認知症高齢者は増加しており、また、身体・知

的・精神障害者におきましても、さらなる増加傾向にあり、長期的に見ますと、高齢化・重度化に

至っていくこと等により、今後この二つのセンターの果たす役割はますます重要であることを認識
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し、圏域市町村の皆様と連携を図りながら、住民福祉の向上を図ってまいりたいと考えております。 

  次に、消防業務につきまして申し上げます。 

  ことしの夏は、例年にも増して気温の高い日が続き、全国各地で熱中症患者が発生し、水難事故

も多発いたしました。佐久広域管内の救急件数につきましては、８月末現在で６，０８８件であり、

昨年同時期に比べますと５０７件の増となっております。増加の要因といたしましては、高齢者に

よる急病の増加や、緊急性が低いと思われる傷病者の搬送が主なものでございます。 

  火災件数は１４０件で、昨年同時期に比べますと６３件の増加でございました。この要因といた

しましては、ことしの春先は、昨年より降雨量が４５％と、少なく乾燥した日が続き、枯れ草等の

焼却からの飛び火によるその他火災が多く見られたわけであります。 

  また、数年前からの現象で、ゲリラ豪雨と言われる局地的な収集豪雨により、各地で自然災害に

よる被害も発生をいたしました。 

  台風１２号におきましては、紀伊半島豪雨により１００人余の方が死亡・行方不明となり、まこ

とに残念であり、心より御冥福をお祈り申し上げる次第です。 

  また、台風１５号におきましても、全国各地で甚大な被害がもたらされているところであります。 

  例年、台風シーズンには災害が発生しないよう心配するところでございますが、当地域におきま

しては、幸いにも台風の経路も変化したことにより、大きな影響もなく済んでいるわけであります。

しかしながら、いつ発生するかわからない災害に備え、各署において、日常の訓練はもとより、９

月１日の防災の日を中心に、市町村で実施されました防災訓練への参加、事業所の消防訓練の立ち

会い、指導等をもって災害時に円滑な連携を図り、迅速な対応ができるよう努めております。 

  また、９月２３日に飯田市で行われました、長野県総合防災訓練にあわせ、県内消防相互応援協

定として、水槽付ポンプ車、救助工作車等が参加し、他の消防本部との連携、技術の向上を図って

いるところでございます。 

  このほか、防火思想の普及啓発を図るため、管内の小学校４年生以上を対象に防火ポスターを募

集したところ、１，０４３点の応募があり、優秀作品を多くの人が利用する施設に展示することで、

火災予防につながることと期待をしております。 

  次に、来る１０月１９日に横浜市消防訓練センターで開催される第２０回全国女性消防操法大会

に長野県代表として、佐久市消防団女性隊が出場します。現在、優勝を目指して連日練習に励んで

おります。 

  次に、消防庁舎関係につきましては、関係市町村との協議をしながら、消防庁舎の整備を進めて

おり、南部消防署は現在の位置から約２キロメートルほど南側になりますが、小海町豊里地籍にて

工事が進められておりまして、竣工予定は平成２４年３月２３日でございます。また、佐久消防署

及び北部消防署につきましては、関係市町で用地取得等に向けた検討を現在進めているところであ

ります。 
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  次に、福祉施設の状況につきまして申し上げます。 

  現在、広域連合では、老人福祉法及び介護保険法に基づく福祉施設として、特別養護老人ホーム

５施設、養護老人ホーム１施設、また、生活保護法に基づく救護施設１施設を運営しておりますが、

施設の老朽化が進んでおり、特別養護老人ホーム勝間園、美ノ輪荘については、佐久広域連合広域

計画に基づき、民営化に向けた準備を進めているところであります。 

  こうしたことから、第５期介護保険事業計画の策定に当たっては、移管に関する条件整備、施設

の移転場所等の検討を進めるとともに、圏域市町村との均衡が図れるよう、配置について検討して

まいりたいと考えております。 

  次に、食肉流通センターの状況について申し上げます。 

  牛肉の放射能汚染問題が、長野県内の肉牛に風評被害となって影響を与えたことから、長野県産

牛肉の安全・安心を確保するため、県内で飼育、県内の屠畜場へ出荷されるすべての肉牛を対象と

した、「全頭検査」が８月２５日から松本市の県松本家畜保健衛生所において、県の予算で実施さ

れております。 

  当センターで検査対象となりました肉牛につきましては、９月２２日現在、２１５頭の検査が行

われておりまして、すべての肉牛において放射性セシウムは検出されておりません。今後も引き続

き、検査を実施し、牛肉の安全・安心を確保するための対応を実施してまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、当センターで、浄化槽設備から排出される脱水汚泥の放射能検査を実施した結果、微量の

放射性セシウムが検出されましたが、いずれも農林水産省の暫定許容値以下で、微量の数値のため、

肥料提供先農家にその旨を説明し、御了解をいただき、肥料の提供を続けさせていただいておりま

す。 

  引き続き、当センターにおきましては、消費者の皆様に食肉関係の安全・安心な提供が行えるよ

う、努めてまいりますので、よろしくお願いいたします｡ 

  また、１０月１６日、日曜日には、食肉の消費拡大を図るとともに、各関係者の皆様の御協力を

いただきまして、長土呂の食肉流通センターにおきまして、「大お肉祭り」を開催いたしますので、

大勢の皆さんにお越しいただきたいと思っております。 

  それでは、引き続きまして、議案の総括説明を申し上げます。 

  本日、定例会に提案いたしました議案は、事件案１件、平成２２年度決算認定６件、平成２３年

度補正予算案６件の、合わせて１３件であります。 

  事件案について申し上げます。 

  これは、南部消防署川上分遺所に配備する小型動力ポンプ付水槽車の購入に伴い、物品売買契約

を締結するため、議会の議決を得ようとするものであります。 

  次に、決算認定について申し上げます。 
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  本定例会に提案いたしました議案は、平成２２年度佐久広域連合一般会計及び５特別会計の決算

であり、それぞれ監査委員の意見を付して、議会の認定をお願いするものであります。 

  なお、決算の概要につきましては、後刻、事務局長、消防長から説明を申し上げますので、お聞

き取り願いたく存じます。 

  続きまして、補正予算（案）について申し上げます。 

  一般会計補正予算（第２号）は、８７７万２，０００円を追加し、総額を４億５，７８２万２，

０００円としようとするものであります。 

  歳入について、財政調整基金繰入金１，４７７万９，０００円、繰越金５６万７，０００円を増

額し、市町村分担金１，５３４万６，０００円を減額しようとするものであります。 

  また、本月より立ち上げます成年後見支援センター運営費として、８７７万２，０００円を計上

し、歳入では、県支出金４８４万７，０００円、市町村分担金として３９２万５，０００円をお願

いしようとするものです。この結果、市町村分担金は１、１４２万１，０００円を減額しようとす

るものです。 

  次に、消防特別会計補正予算（第３号）は、一般会計同様、歳入については、県委託金１３万３，

０００円、財政調整基金繰入金１，８６３万９，０００円、繰越金２０万２，０００円を増額し、

市町村分担金１，８９７万４，０００円を減額とするものであります。 

  次に、養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）は、５万８，０００円を追加し、総額を２億

３，５２５万８，０００円とするものであります。 

  これは、決算による繰越金確定に伴う額を、財政調整基金に積み立てる補正であります。 

  次に、勝間園ほか４施設の特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）は、養護老人ホーム

特別会計補正予算同様、繰越金確定に伴う額を、財政調整基金に積み立てる補正で、１５万４，０

００円を追加して、総額を９億６，６３５万４，０００円とするものであります。 

  次に、救護施設特別会計補正予算（第１号）も同様、平成２２年度繰越金確定に伴い、３万８，

０００円を追加して、総額を２億３，４５３万８，０００円とするものであります。 

  次に、食肉流通センター特別会計補正予算（第２号）も同様、平成２２年度繰越金確定に伴い、

１万４，０００円を追加し、総額を１億３，８６６万４，０００円とするものであります。 

  この結果、一般会計及び５特別会計を合わせ、９０３万６，０００円を追加して、総額を４３億

２，０４８万６，０００円とするものであります。 

  以上、議案の概要について申し上げましたが、詳細につきましては、事務局長、消防長より御説

明を申し上げますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

  以上、申し上げまして、総括説明とさせていただきたいと思います。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第２５号の説明 
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○議長（別府福雄君） 続きまして、議案第２５号、小型動力ポンプ付水槽車の購入について、説明

を求めます。 

  消防長、茂原君。 

                〔消防長 茂原孝好君登壇〕 

○消防長（茂原孝好君） 議案第２５号 小型動力ポンプ付水槽車の購入につきまして、御説明申し

上げます。 

  本案は、南部消防署川上分遺所に配備いたします小型動力ポンプ付水槽車の購入に伴い、契約を

締結するため、議会の議決をお願いするものでございます。 

  この小型動力ポンプ付水槽車の購入につきましては、さきの第２回定例会で急遽増額補正をお願

いしたものでございます。平成２３年７月２９日に１１社による指名競争入札の結果、３，２７０

万７，５００円で、小諸市加増３丁目１番１０号、長野消防設備株式会社 代表取締役 宮谷 昇

氏に決定いたしました。納入期限は平成２４年３月２７日まででございます。 

  現有の車両は小型動力ポンプ積載車で、平成６年に導入した物でありまして、１７年が経過し、

エンジン性能等が劣化しており、川上分遺所の出動区域であります川上村及び南牧村地域に水利が

不足していることから、小型動力ポンプ付水槽車として変更を図り、火災における迅速な消火活動

により、圏域住民の生命、財産の保護と、被害の軽減を図ろうとするものでございます。 

  なお、物品売買仮契約書を議案書５ページに添付させていただきましたので、ごらんいただきた

いと存じます。 

  以上、概要につきまして御説明を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御可決を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第２６号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定

について、説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 

                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定に

つきまして、御説明申し上げます。 

  説明に当たりましては、議案つづり中ほどにございます、「平成２２年度主要施策の成果等予算

執行報告書」により御説明させていただきますので、水色の一般会計予算執行報告書をごらんくだ

さい。 

  報告書２ページ総括表の一般会計欄をごらんください。 
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  歳入決算額４億３，４８５万５，７０８円、歳出決算額４億３，４２８万８，５２６円、歳入歳

出差引額５６万７，１８２円は、２３年度へ繰り越しといたします。予算現額に対する収入率は１

００％、執行率は９９．８７％でございます。 

  ３ページをごらんください。 

  歳入でございますが、款１分担金及び負担金３億５，９１４万４，０００円は、本会計の主たる

財源でありまして、１１組織市町村からの分担金収入でございます。歳入総額に占めます市町村分

担金の割合は、８２．５９％でございます。 

  款２使用料及び手数料５，４６３万７，０００円は、火葬場使用料及び霊柩車使用料でございま

す。火葬件数は前年度比１０件増の２，４３３件、霊柩車使用件数は前年度比２２件増の２，３１

２件でございます。 

  款３県支出金１５５万円は、地域発元気づくり支援金でございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  款４財産収入２７１万６，０００円は、佐久総合病院に貸し付けをしている旧伝染病隔離病舎の

貸付料、款５繰入金１，４０９万８，０００円は、財政調整基金繰入金及び減債基金繰入金、款６

諸収入２１２万４，５００円は、生命保険事務手数料、広報広告掲載料、公衆電話通話料等の雑入、

款７繰越金５８万６，２０８円は前年度繰越金でございます。 

  次に、５ページの歳出でございますが、款１議会費１０５万１，２８９円は、広域連合議会活動

に対する議員報酬及び議会運営に要する経常経費等の支出で、執行率は９９．５５％でございます。 

  ７ページをお願いいたします。 

  款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費１億２，７２３万５，３９１円は、委員報酬及び

一般職のうち、福祉課職員を除く事務局職員の給与費などの義務的経費及び法律相談業務等の委託

料のほか、８ページの県縦断駅伝オール佐久チーム負担金や、佐久美術展事業補助金等、その他の

経費では、事務所使用料や年度間調整における財政調整基金積立金等であり、執行率は９９．９９

％でございます。 

  次に、９ページをごらんください。 

  目２企画費１，０７７万４，２４９円は、広域計画策定委員会及び成年後見支援センター検討委

員会委員報酬、１２ページ中段の市町村職員人材育成事業、佐久広域連合発足１０周年記念事業の

ほか、１３ページにございます組織市町村の観光スポットをめぐる「第９回ふるさと探訪ツアー」

等の開催経費、１４ページの広域観光パンフレット等作成費用で、執行率は９９．９３％でござい

ます。 

  次に、１６ページの目３公平委員会費及び項２選挙費、１７ページの項３監査委員費はそれぞれ

各委員さんの委員報酬等、経常経費の支出でございます。 

  １８ページをごらんください。 
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  款３民生費、項１社会福祉費、目１介護認定審査会費６，９８６万７，７５１円は、介護認定審

査会委員報酬、職員給与費、要介護認定支援システム保守委託料のほか、その他の経費ではシステ

ム使用料等の経常経費で執行率は９９．９８％でございます。審査会は２７８回開催し、審査件数

は１万１，２１５件でございます。 

  ２０ページをごらんください。 

  目２障害程度区分認定審査会費１，００６万２，１５４円は、障害程度区分認定審査会委員報酬、

職員給与費のほか、その他経費ではシステム使用料等の経常経費で執行率は９９．９２％でござい

ます。審査会は２１回開催し、審査件数は４１７件でございます。 

  ２１ページの目３特別養護老人ホーム会計繰出金２，１７１万７，０００円は、塩名田苑建設に

伴う起債元利償還金の繰出金でございます。 

  ２２ページをお願いいたします。 

  款４衛生費、目１血液保管所費１８０万円は、救急業務等血液需要に対応するため、浅間総合病

院への血液保管業務委託料でございます。 

  ２３ページの目２火葬場費７，６９９万２，６２６円は、高峯苑及び豊里苑の火葬業務委託料、

霊柩業務委託料のほか、火葬炉等改修工事費・燃料費などの施設管理運営に要する経費で執行率は

９９．９９％でございます。 

  ２５ページの目３病院群輪番制運営費３，２３０万５，０００円は、休日・夜間における入院治

療を必要とする救急患者や重症患者の医療を確保するため、圏域内の指定４病院に対する補助金で

ございます。 

  ２６ページの目４食肉流通センター会計繰出金７，４８２万６，０００円は、平成１１年度から

１３年度に係ると畜場整備事業債の元利償還金及び施設運営費分の繰出金でございます。 

  ２７ページをごらんください。 

  款５教育費、目１視聴覚ライブラリー費４２４万７０３円は、貸出用視聴覚教材ビデオ・ＤＶＤ

の購入経費、県視覚放送教育研究会負担金等、及び臨時職員賃金などで、執行率は９９．８８％で

ございます。 

  ３０ページをお願いいたします。 

  款６公債費、項１公債費、目１元金２８２万２，７６１円は、平成１４年度介護サービス事業債

の元金償還金、目２利子３８万２，８２５円は、利子償還金でございます。 

  款７予備費は全額不用額でございます。 

  以上、概要を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いいたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第２７号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第２７号 平成２２年度佐久広域消防特別会計補正歳入歳出決算
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認定について、説明を求めます。 

  消防長、茂原君。 

                〔消防長 茂原孝好君登壇〕 

○消防長（茂原孝好君） 議案第２７号 平成２２年度佐久広域消防特別会計歳入歳出決算認定につ

きまして、御説明を申し上げます。 

  初めに、平成２２年度の主な事業等につきまして、若干御説明を申し上げます。 

  近年の多種多様化する災害出動の状況でございますが、圏域内の火災出動は１１４件で、前年対

比２２件の減でございました。現在、消防の主たる業務となっております救急出動につきましては、

８，７６３件となりまして、これは圏域住民２４人に１人が救急搬送されたという数字になってお

ります。 

  なお、この救急出動件数につきましては、ここ１０数年増加を続けてまいりましたが、一昨年、

平成２１年度におきましては、一たん減少に転じました。しかし、平成２２年度、去年につきまし

ては、前年度比１，０３１件の増であります。増加の要因いたしましては、高齢者の急病による搬

送が主なものでありまして、全国的にもこのような傾向が見られております。 

  依然として出動の多い救急業務と、さらなる高度救急処置技術の要望を踏まえまして、当消防本

部におきましては、年度計画に沿って救急救命士の養成を行うとともに、各消防署の緊急車両等の

更新計画に沿いまして、小諸消防署の広報車、佐久消防署の化学消防ポンプ自動車、軽井沢消防署

の小型動力ポンプ付水槽車、川西消防署、南部消防署におきましては、高規格救急自動車を更新配

備し、住民の安寧保持に努めたところでございます。 

  また、平成２８年までの消防救急無線のデジタル化への移行に伴い、多額の費用を要しますこと

から、平成１９年度より１億５，０００万円をデジタル化整備基金へ積み立てを始め、平成２２年

度で終了をしたところでございます。 

  このほか、３．１１の東日本大震災に際しましては、発災当日から緊急消防援助隊を被災地に派

遣し、救急活動を実施してまいりましたが、これに必要な経費はそれぞれ対応する科目で支出して

いるため、改めて決算書等への数字としてはあらわれておりませんが、総額８７５万１，８５６円

が支出されております。 

  それでは、お手元の資料、平成２２年度主要施策の成果等予算執行報告書の３２ページをごらん

いただきたいと思います。 

  歳入歳出決算書総括表の太字の部分、佐久広域消防特別会計の行でございますが、Ｂ欄の歳入決

算額は２３億７１５万９，２７０円でございます。Ｃ欄の歳出決算額は２３億３９５万７，０７９

円でございまして、歳入歳出の差引額３２０万２，１９１円が平成２３年度への繰越額となりまし

た。 

  なお、予算現額に対する収納率につきましては、１００％でございまして、予算の執行率は９９．
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８６％でございます。 

  次に、３３ページをごらんいただきたいと存じます。 

  歳入でございますが、款１分担金及び負担金の収入済額は、２２億５，５７４万９，０００円で

ございまして、歳入に占めます組織市町村からの分担金の割合は、９７．７８％となっているとこ

ろでございます。 

  次の款２使用料及び手数料につきましては、危険物及び火薬類等の許可申請等に対します手数料

２３３万４，１５０円でございます。 

  次に、３４ページでございますが、款３国庫支出金の２，７２３万８，０００円は、緊急消防援

助隊の登録車両であります小型動力ポンプ付水槽車及び化学消防ポンプ自動車の購入に際しまして、

緊急消防援助隊施設整備費補助金として受けたものでございます。 

  款４県支出金につきましては、火薬類許可申請、それからＬＰガス工事等届け出に伴う特例処理

事務交付金６５万３，０００円でございます。 

  款５繰越金につきましては、消防本部及び各消防署での前年度繰越金３２１万３，７６７円でご

ざいます。 

  次の３５ページでございますが、款６諸収入につきましては、消防本部及び各消防署での団体生

命共済剰余金や気象庁浅間山火山防災連絡事務所が軽井沢消防署内に常駐することになりましたこ

とから、その常駐に係る光熱水費など、総額で１５４万９，３５３円でございます。 

  次ページの３６ページをごらんいただきたいと思います。 

  款７繰入金でございますが、広域連合財政調整基金繰入金１，６４２万２，０００円でございま

す。 

  続きまして、歳出でございますが、３７ページをごらんいただきたいと思います。 

  まず、款１消防本部費でございますが、予算現額４億９５２万５，０００円に対しまして、支出

済額４億９５０万５，３８６円でございます。予算執行率は９９．９９％でございます。職員１９

名分の給与費のほか、自動体外式除細動器の更新や災害現場指揮本部用として、折り畳み式簡易テ

ント等を購入させていただきました。 

  次の３８ページの負担金でございますが、職員研修を消防本部で計画いたしまして、消防大学校

及び消防学校等で専門的知識の向上を図るため、消防学校入校負担金等を支出したところでござい

ます。 

  続きまして、款２消防諸費につきまして、御説明を申し上げます。 

  ４５ページをごらんいただきたいと思います。 

  項１小諸消防署費でございますが、予算現額２億６，８６３万２，０００円に対しまして、支出

済額２億６，８６０万１，５０９円でございます。予算執行率は９９．９９％でございます。職員

３４名分の給与費のほか、４６ページでございますが、冷房施設設備工事を行いました。このほか、
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広報車、空気呼吸器の備品購入などの経費でございます。 

  続いて、５１ページをごらんいただきたいと思います。 

  項２佐久消防諸費につきましては、予算現額３億６，１３４万７，０００円に対しまして、支出

済額３億６，１３２万４，１２７円でございます。予算執行率は９９．９９％でございます。職員

３６名分の給与費のほか、消防業務遂行上必要な保守委託料等の経常経費のほか、５２ページにな

りますが、備品購入におきましては、化学消防ポンプ自動車、消防用ホース等を購入してございま

す。 

  続きまして、５３ページをごらんいただきたいと思います。 

  項３軽井沢消防署費におきましては、予算現額３億１，９６８万８，０００円に対しまして、支

出済額３億１，９６６万３３９円でございます。予算執行率は９９．９９％でございます。職員３

３名分の給与費のほか、指令台の保守委託料、備品購入は小型動力ポンプ付水槽車、空気呼吸器等

を購入しております。事業面では、消防団と共催で消防ふれあいフェスティバルを開催し、住民と

の交流促進と防火意識高揚を図っているところでございます。 

  次に、６３ページをお願いしたいと思いますが、項４北部消防署諸費につきましては、予算現額

２億１，７５７万１，０００円に対しまして、支出済額は２億１，７５４万８，４９１円でござい

ます。予算執行率が９９．９９％でございます。職員２７名分の給与費のほか、緊急車出動標識灯

改修工事を行いました。そのほか、携帯電話や水難救助用救命胴衣の購入、また、火災予防事業と

いたしましては、防火用看板を作成し、消防署前に掲示して、防火意識の啓発を図っております。 

  続いて、６９ページ、項５川西消防署費でございます。予算現額２億３，７７７万９，０００円

に対しまして、支出済額は２億３，７７５万３，００５円でございます。予算執行率は９９．９９

％でございました。職員２７名分の給与費のほか、７０ページになりますが、食堂、トイレ、浴室

改修の工事を行い、備品関係では、高規格救急自動車、高度救命処置用資器材等を購入しておりま

す。 

  次に、７５ページでございますが、項６南部消防署費でございます。予算現額２億９，９４６万

円に対しまして、支出済額２億９，９４３万５６６円でございます。予算執行率は９９．９９％で

ございます。職員３４名分の給与費のほか、次の７６ページになりますが、川上分遺所雨水排水路

改修工事、備品関係では、川西消防署と同様、高規格救急自動車、高度救命処置用資器材等を購入

してございます。 

  次に、８１ページでございますが、項７御代田消防署費でございます。予算現額１億７，６７０

万円に対しまして、支出済額は１億７，６６８万９０円でございます。予算執行率につきましては、

９９．９９％でございます。職員２１名分の給与費のほか、消防救急用機器等の保守委託と広報車

や指令装置バッテリー等の備品購入でございます。 

  次に、８７ページからですが、款３公債費につきましては、佐久消防署と軽井沢消防署を除きま
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す、各消防署での消防ポンプ自動車や高規格救急自動車などを配備する際に借り入れました消防防

災施設整備事業債の元金及び利子の償還でございまして、元金償還分１，３３１万円と８８ページ

にございますが、利子分１４万３，５４４円の合計１，３４５万３，５５６円の償還を行ったとこ

ろでございます。 

  最後に、８９ページでございますが、款４予備費につきましては、緊急消防援助隊出動時や消防

相互応援協定に基づき、長期間または多数の職員を被災地に派遣した場合の予備費３００万円でご

ざいますが、東日本大震災におきましての職員派遣等の経費につきましては、先ほど申し上げまし

たように、２２年度予算内において対応ができたことから、この予備費からの支出はなく、全額不

用額となったものでございます。 

  以上、平成２２年度佐久広域消防特別会計歳入歳出決算認定の概要について、御説明を申し上げ

ましたが、よろしく御審議の上、御承認を賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第２８号から議案第３１号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第２８号 平成２２年度佐久広域養護老人ホーム特別会計歳入歳

出決算認定について、議案第２９号 平成２２年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出

決算認定について、議案第３０号 平成２２年度佐久広域救護施設特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、議案第３１号 平成２２年度佐久広域食肉流通センター特別会計歳入歳出決算認定について、

以上４件について、一括説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 

                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第２８号 平成２２年度佐久広域養護老人ホーム特別会計歳入歳出

決算認定について、御説明申し上げます。 

  平成２２年度主要施策の成果等予算執行報告書９１ページ、総括表の佐久広域養護老人ホーム特

別会計欄をごらんください。 

  歳入決算額２億７，０１２万３，９１５円、歳出決算額２億６，９０６万５，８７７円、歳入歳

出差引額１０５万８，０３８円は、２３年度へ繰り越しといたします。予算現額に対する収入率は

１００％、執行率は９９．６１％でございます。 

  ９２ページ、９３ページをごらんください。 

  歳入でございますが、款１分担金及び負担金１億６，９８６万５，１０３円は、事務費・生活費

の措置費負担金並びに短期宿泊事業に係る市町村負担金、款２サービス収入、項１介護給付費収入

４，０６８万６，１９０円は、介護サービス対象者に対する訪問介護費収入及び処遇改善交付金等、

項２自己負担金収入３８５万４，８２８円は、訪問介護費自己負担金収入でございます。 

  款４財産収入１２万４，８００円は基金運用利子、款５寄附金８万円は一般寄附金、款６繰入金
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５，３６７万円は、スプリンクラー設備等設置工事に伴う財政調整基金繰入金、款７繰越金１０５

万５，２６０円は前年度繰越金、款８諸収入７８万７，７３４円は職員食費代、農場作物売却代等

雑入でございます。 

  次に、９４ページの歳出でございますが、款１民生費、目１総務費１億４，５１０万８，５０９

円は、職員給与費及び嘱託・臨時職員賃金、診察業務委託料ほか各種委託料、スプリンクラー設備

等設置工事費などで、執行率は９９．９８％でございます。 

  ９６ページの（１）基金の状況でございますが、老人ホーム財政調整基金の年度末残高は、２億

３，９３３万３，２６７円でございます。 

  次に、目２施設費７，１４０万８５８円は、１００ページ中段にございます入所者の給食調理業

務委託料や温蔵庫・地上デジタル対応テレビ等の備品購入のほか、１０１ページの入院患者日用品

費等の扶助費、燃料費などの需用費等、入所者の生活に係る経費で、執行率は９９．９９％でござ

います。 

  １０２ページの目３訪問介護事業費４，４３７万３，３５０円は、職員給与費及び嘱託・臨時職

員賃金、介護保険システム使用料等であり、執行率は９９．９８％でございます。 

  １０４ページをお願いいたします。 

  目４居宅支援事業費８１８万３，１６０円は、職員給与費及び介護保険システム使用料等であり、

執行率は９９．９２％でございます。 

  １０５ページの款２予備費は全額不用額でございます。 

  続きまして、議案第２９号 平成２２年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認

定について、御説明申し上げます。 

  報告書１０７ページ、総括表の佐久広域特別養護老人ホーム特別会計欄をごらんください。 

  本会計は、勝間園・美ノ輪荘・豊昇園・塩名田苑の４施設の維持管理費と入所者にかかわる運営

経費でございます。 

  歳入決算額１０億７５１万３，２１１円、歳出決算額１０億３３５万７，７６５円、歳入歳出差

引額４１５万５，４４６円は、２３年度へ繰り越しといたします。予算現額に対する収入率は１０

０％、執行率は９９．５９％でございます。 

  決算の状況につきましては、報告書に合わせ、施設ごとに主な内容を説明させていただきます。 

  １０８、１０９ページをごらんください。 

  初めに勝間園の歳入でございますが、款１サービス収入、項１介護給付費収入２億３，８８０万

６，７９６円は、施設介護サービス費収入及び処遇改善交付金等、項２自己負担金収入４，１６９

万２，６２４円は、施設介護サービス自己負担金収入等、項３市町村助成費収入は４万１，６７７

円でございます。 

  款２財産収入２４万９，６００円は、財政調整基金運用利子、款４繰入金１，８３７万円はスプ
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リンクラー設備等設置工事に伴う財政調整基金繰入金、款５繰越金１３３万８６５円は前年度繰越

金、款６諸収入１９７万３，４６３円は職員食費代、利用者預かり金管理費等雑入でございます。 

  次に、１１０ページの歳出でございますが、款１民生費、項１勝間園社会福祉施設費、目１施設

費３億１４３万３，０３８円は、職員給与費及び嘱託・臨時職員賃金、診察業務委託料や、１１１

ページにございます給食調理業務などの委託料、施設整備の面ではスプリンクラー設備等設置工事

や電動ベッド、地上デジタル対応テレビ等備品購入、１１２ページのその他の経費は、燃料費・光

熱水費などの需用費等施設維持管理経費でございます。 

  １１７ページをお願いいたします。 

  （１１）基金の状況でございますが、財政調整基金の年度末残高は、４億３，５５０万１，９１

２円となっております。 

  １１８ページの款３予備費は全額不用額でございます。 

  次に、１１９ページをお願いいたします。 

  美ノ輪荘の歳入でございますが、款１サービス収入、項１介護給付費収入１億７，１４６万８，

４４３円は、施設介護サービス費収入及び処遇改善交付金等、項２自己負担金収入２，９９７万５，

６７６円は、施設介護サービス自己負担金収入等でございます。 

  款３寄附金５万円は一般寄附金、款４繰入金２，４４０万円はスプリンクラー設備等設置工事等

に伴う財政調整基金繰入金。 

  １２０ページの款５繰越金１０２万５，０４４円は前年度繰越金、款６諸収入、項１受託事業収

入４，２００円は、市町村からの認定調査受託事業収入、項２雑入１４１万３，７８５円は職員食

費代、利用者預かり金管理費等でございます。 

  款７国庫支出金２５万円は、環境対応車購入に係る補助金でございます。 

  次に、１２１ページの歳出でございますが、款１民生費、項２美ノ輪荘社会福祉施設費、目１施

設費２億２，７５７万２，１４８円は、職員給与費及び臨時職員賃金や診察業務、給食調理業務な

どの委託料のほか、１２２ページの施設の整備状況では、スプリンクラー設備等設置工事や小型普

通乗用車、介護用マット等の備品購入、１２３ページのその他の経費は、燃料費・光熱水費などの

需用費等施設維持管理経費でございます。 

  １２７ページをお願いいたします。 

  （１０）基金の状況でございますが、財政調整基金の年度末残高は、１億４，３７３万７，６６

７円となっておるところでございます。 

  款３予備費は全額不用額でございます。 

  次に、１２８ページをお願いいたします。 

  豊昇園の歳入でございますが、款１サービス収入、項１介護給付費収入１億７，９６７万８，８

５２円は、施設介護サービス費収入及び処遇改善交付金等、項２自己負担金収入３，０７５万８，
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１２４円は、施設介護サービス自己負担金収入等でございます。 

  款２財産収入６万２，４００円は、財政調整基金運用利子、款４繰入金２，１９７万円はスプリ

ンクラー設備等設置工事等に伴う財政調整基金繰入金。 

  １２９ページの款５繰越金１０３万３，６６９円は前年度繰越金、款６諸収入１４８万９，４８

３円は、職員食費代、利用者預かり金管理費等雑入でございます。 

  次に、１３０ページの歳出でございますが、款１民生費、項３豊昇園社会福祉施設費、目１施設

費２億３，３９６万４，１２９円は、職員給与費、嘱託・臨時職員賃金や給食調理業務、診察業務

などの委託料、及び１３１ページの施設整備ではスプリンクラー設備等設置工事のほか、介護用電

動ベッド等備品購入、１３２ページその他の経費では、燃料費・光熱水費などの需用費等施設維持

管理経費でございます。 

  １３６ページの（１０）基金の状況でございますが、財政調整基金の年度末残高は、２億１，３

８５万５，９５９円となっておるところでございます。 

  １３７ページの款３予備費は全額不用額でございます。 

  次に、１３８ページをお願いいたします。 

  塩名田苑の歳入でございますが、款１サービス収入、項１介護給付費収入１億８，２０６万９，

０３７円は、施設介護サービス費収入及び処遇改善交付金等でございます。項２自己負担金収入３，

５１５万９，０２２円は、施設介護サービス自己負担金収入等でございます。 

  款２財産収入３万７，４４０円は、財政調整基金運用利子、款４繰入金２，１７１万７，０００

円は塩名田苑施設建設時に借り入れました連合債の償還に対する一般会計からの繰入金。 

  １３９ページの款５繰越金１０５万３，２４２円は前年度繰越金、款６諸収入１４３万２，７６

９円は、職員食費代、利用者預かり金管理費等雑入でございます。 

  次に、１４０ページの歳出でございますが、款１民生費、項４塩名田苑社会福祉施設費、目１施

設費２億１，８６７万２，４７６円は、職員給与費及び嘱託・臨時職員賃金や給食調理業務、診察

業務などの委託料、１４１ページの施設整備では一般浴室等施設改修工事のほか、介護用電動ベッ

ド、業務用乾燥機等備品購入、１４２ページその他の経費では、燃料費・光熱水費などの需用費等

施設維持管理経費や財政調整基金への積立金等でございます。 

  １４７ページの（１１）基金の状況でございますが、財政調整基金の年度末残高は、１億５，７

１２万２，０２４円となっておるところでございます。 

  款２公債費、目１元金１，８５１万４，６７６円は、平成５年度に厚生福祉施設整備事業債とし

て借り入れました塩名田苑建設における元金償還金、目２利子３２０万１，２９８円は償還利子で

ございます。 

  款３予備費は全額不用額でございます。 

  続きまして、議案第３０号 平成２２年度佐久広域救護施設特別会計歳入歳出決算認定について、
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御説明申し上げます。 

  報告書１４９ページ、総括表の佐久広域救護施設特別会計欄をごらんください。 

  本会計は、生活保護法に基づく清和寮の維持管理費と入所者に関わります運営経費でございます。 

  歳入決算額２億４，６４４万２，２５１円、歳出決算額２億４，５４０万３，６２１円、歳入歳

出差引額１０３万８，６３０円は、２３年度へ繰り越しといたします。予算現額に対する収入率は

１００％、執行率は９９．５８％でございます。 

  １５０ページをごらんください。 

  歳入でございますが、款１分担金及び負担金２億６２２万１６９円は、県・市からの事務費・保

護費負担金及び入所者自己負担金でございます。 

  １５１ページの款４寄附金１０万円は一般寄附金、款５繰入金５８０万円は、財政調整基金から

の繰入金、款６繰越金１０３万２，１８６円は前年度繰越金、款７諸収入８３万９，８９６円は職

員食費代、文化祭バザー売り上げ等の雑入でございます。 

  １５２ページの款８連合債３，２２０万円はスプリンクラー設備等設置工事に係る施設整備事業

債でございます。 

  款９国庫支出金は２５万円は、環境対応車購入に係る補助金でございます。 

  次に、１５３ページの歳出でございますが、款１民生費、目１総務費１億８，３５３万４，２４

９円は、職員給与費及び嘱託・臨時職員賃金や診察業務、機能回復訓練業務などの委託料、１５４

ページの施設整備では、スプリンクラー設備等設置工事のほか、ワゴン車の購入、その他の経費で

は需用費等施設維持管理経費で、執行率は９９．９９％でございます。 

  １５５ページの（１）の基金の状況でございますが、財政調整基金の年度末残高は、６，２３６

万３，３２０円となっております。 

  目２施設費６，１８６万９，３７２円は、入所者の生活に係る経費で、１６０ページの給食調理

業務などの委託料やマットレスなどの備品購入費のほか、１６１ページ、その他の経費は入所者の

日用品費や燃料費・光熱水費などの需用費等で、執行率は９９．９７％でございます。 

  款２予備費は全額不用額でございます。 

  続きまして、議案第３１号 平成２２年度佐久広域食肉流通センター特別会計歳入歳出決算認定

について、御説明申し上げます。 

  報告書１６３ページの総括表の佐久広域食肉流通センター特別会計欄をごらんください。 

  歳入決算額１億３，７８７万３，０７７円、歳出決算額１億３，７５５万８，３０８円、歳入歳

出差引額３１万４，７６９円は、２３年度へ繰り越しといたします。予算現額に対する収入率は１

００％、執行率は９９．７７％でございます。 

  １６４ページをごらんください。 

  歳入でございますが、款１使用料及び手数料５，９４０万７，０６３円は、センター使用料等で、
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豚換算での処理頭数の増により、前年度比３．７％、２１４万円余の増となりました。 

  款２財産収入３０３万２０７円は、協同組合信州ミートパッカー佐久加工センターに対する土地

貸付料、款３繰入金７，４８２万６，０００円は、起債元利償還金及び施設運営費に対する一般会

計からの繰入金。 

  １６５ページの款４繰越金３１万３，１５２円は、前年度繰越金、款５諸収入２９万６，６５５

円はセンター敷地内電柱等の土地使用料でございます。 

  次に、１６６ページの歳出でございますが、款１衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生費１億

９２４万５，８５８円は、職員給与費、食肉公社への施設管理業務委託料のほか、年度計画に基づ

く浄化槽水道設備改修工事等のほか、牛小腸切開機の備品購入が主なもので、執行率は９９．９９

％でございます。 

  １６８ページ（４）基金の状況でございますが、財政調整基金の年度末残高は、５５８万４，３

２０円となっております。 

  １６９ページの款２公債費、目１元金２，３９４万９，７７９円は、平成１１年度から１３年度

にかけてと畜場整備事業債として借り入れた施設整備における元金償還金、目２利子４３６万２，

６７１円は、利子償還金でございます。 

  款３予備費は全額不用額でございます。 

  以上、議案第２８号から議案第３１号に関わります決算概要を一括御説明申し上げましたが、よ

ろしく御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎監査報告 

○議長（別府福雄君） ここで、監査委員から一般会計及び各特別会計の決算審査結果の報告を求め

ます 

  監査委員、萩原君。 

                〔監査委員 萩原 茂君登壇〕 

○監査委員（萩原 茂君） 監査委員の萩原です。よろしくお願いします｡ 

  平成２２年度佐久広域連合決算の審査結果について、御報告を申し上げます。 

  本審査は、地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５号の規定に基づきまして、広域

連合長から審査に付されました平成２２年度佐久広域連合一般会計、消防特別会計、養護老人ホー

ム特別会計、特別養護老人ホーム特別会計、救護施設特別会計、食肉流通センター特別会計の、以

上６会計における歳入歳出決算書及び決算附属書類並びに財産に関する調書、また、基金の運用状

況に関する調書等について、去る平成２３年８月５日、８日、９日の３日間にわたり、中島監査委

員と審査を行いました。 

  審査に当たり、山崎会計管理者並びに土屋事務局長を初め、関係担当職員から詳細な内容を聴取
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するとともに、関係書類を慎重に審査いたしました。 

  その結果、決算書類及び関係調書等、いずれも関係法令等に基づき作成されており、各会計とも

に計数は正確であったことを認めました。事業執行に当たっては、どの部署においても、よく検討

され、創意工夫し、実施されていました。これらの状況及びこれらに対する意見については、既に

連合長あてに提出いたしました決算審査意見書に述べたとおりであります。 

  皆様方には、お手元に配付されております議案つづりの中にありますので、ごらんいただきたい

と思います。 

  これからも広域行政での取り組みが業務の効率化、経費の節減に寄与されることを期待して、決

算審査の結果報告といたします。 

  終わります。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３２号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第３２号 平成２３年佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）

について、説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 

                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）

について、御説明申し上げます。 

  お手元の補正予算書１ページをごらんください。 

  本案は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ８７７万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を４億５，７８２万２，０００円にしようとするものでございます。 

  補正の内容でございますが、３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書により御説明申し上

げます。 

  ４ページをごらんください。 

  初めに、歳入でございますが、款１分担金及び負担金、項１分担金、目１広域行政分担金１，１

４２万１，０００円の減額は、市町分担金の年度間調整による減額でございます。 

  各市町村の分担金は、説明欄にございますが、詳細につきましては、８ページにございますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。 

  続きまして、款３県支出金、項１県補助金、目２民生費補助金４８４万７，０００円は、成年後

見人センター設立準備に係る県補助金。 

  ５ページの款５繰入金、項１繰入金、目１基金繰入金１，４７７万９，０００円は、平成２２年

度の専決補正時に、財政調整基金に積み立てた額を繰り入れるものでございます。 

  款７繰越金５６万７，０００円は、平成２２年度決算に伴う繰越金の確定によるものでございま
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す。 

  次に、６ページの歳出でございますが、款３民生費、項１社会福祉費、目４成年後見支援センタ

ー運営費８７７万２，０００円は、平成２４年４月のセンター開設に向けた準備のための経費の計

上でございます。 

  以上、概要を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御決議賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３３号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第３３号 平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３

号）について、説明を求めます。 

  消防長、茂原君。 

                〔消防長 茂原孝好君登壇〕 

○消防長（茂原孝好君） 議案第３３号 平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３号）に

つきまして、御説明を申し上げます。 

  本案は、既定の予算額の変更はございませんが、歳入の財源組みかえのため、歳入予算の款項の

金額に異動を生じましたことから、補正をお願いするものでございます。 

  主な内容につきましては、３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書で御説明申し上げます

ので、４ページをお開きいただきたいと思います。 

  ２の歳入の款１分担金及び負担金、項１分担金１，８９７万４，０００円の減額につきましては、

市町村分担金の年度間の財源調整による減額でございます。 

  款４県支出金、項１委託金は、特例処理事務交付金が確定いたしましたことに伴います、１３万

３，０００円の増額、５ページにございますが、款６繰越金は平成２２年度決算に伴いまして、２

０万２，０００円の増額、款８繰入金は年度間調整のために積み立てました財政調整基金からの繰

入金１，８６３万９，０００円の増額で、これらの増額となった合計額分につきまして、組織市町

村からの分担金を減額精算するため、補正予算を行うものでございます。 

  この結果、組織市町村からの市町村分担金が変更となってまいりますが、６ページに補正後の市

町村分担金を記載してございますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

  以上、平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３号）の概要につきまして、御説明を申

し上げましたが、よろしく御審議の上、御可決を賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３４号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第３４号 平成２３年度佐久広域養護老人ホーム特別会計補正予

算（第１号）について、説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 
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                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第３４号 平成２３年度佐久広域養護老人ホーム特別会計補正予算

（第１号）につきまして、御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをごらんください。 

  本案は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ５万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を２億３，５２５万８，０００円にしようとするものでございます。 

  補正の内容でございますが、３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書により申し上げます。 

  ４ページをごらんください。 

  歳入の款７繰越金５万８，０００円の増額補正は、平成２２年度決算に伴う繰越金の確定による

ものでございます。 

  歳出の款１民生費、項１社会福祉施設費、目１総務費５万８，０００円は、財政調整基金に積み

立てを行うものでございます。 

  以上、概要を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御決議賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３５号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第３５号 平成２３年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計補

正予算（第１号）について、説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 

                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第３５号 平成２３年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計補正

予算（第１号）につきまして、御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをごらんください。 

  本案は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１５万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を９億６，６３５万４，０００円にしようとするものでございます。 

  補正の内容でございますが、３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書により申し上げます。 

  ４ページをごらんください。 

  歳入の款５繰越金１５万４，０００円の増額補正は、平成２２年度決算に伴う４施設の繰越金の

確定によるものでございます。 

  続きまして、５ページからの歳出について申し上げます。 

  款１民生費、項１勝間園社会福祉施設費、目１施設介護サービス事業費、節２５積立金は、今後

の財政需要に備えて、財政調整基金に積み立てを行うもので、項２美ノ輪荘社会福祉施設費から、

項３豊昇園社会福祉施設費、６ページの項４塩名田苑社会福祉施設費までの積立金も同様でござい

ます。 
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  以上、概要を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御決議賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３６号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第３６号 平成２３年度佐久広域救護施設特別会計補正予算（第

１号）について、説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 

                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第３６号 平成２３年度佐久広域救護施設特別会計補正予算（第１

号）につきまして、御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをごらんください。 

  本案は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ３万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を２億３，４５３万８，０００円にしようとするものでございます。 

  補正の内容につきましては、３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書により申し上げます。 

  ４ページをごらんください。 

  歳入の款７繰越金３万８，０００円の増額補正は、平成２２年度決算に伴う繰越金の確定による

ものでございます。 

  歳出の款１民生費、項１社会福祉施設費、目１総務費３万８，０００円は、財政調整基金に積み

立てを行うものでございます。 

  以上、概要を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御決議賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３７号の説明 

○議長（別府福雄君） 次に、議案第３７号 平成２３年度佐久広域食肉流通センター特別会計補正

予算（第２号）について、説明を求めます。 

  事務局長、土屋君。 

                〔事務局長 土屋雅廣君登壇〕 

○事務局長（土屋雅廣君） 議案第３７号 平成２３年度佐久広域食肉流通センター特別会計補正予

算（第２号）について、御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをごらんください。 

  本案は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を１億３，８６６万４，０００円にしようとするものでございます。 

  補正の内容につきましては、３ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書により申し上げます。 

  ４ページをごらんください。 

  歳入の款４繰越金１万４，０００円の増額補正は、平成２２年度決算に伴う繰越金の確定による
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ものでございます。 

  歳出の款１衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生費１万４，０００円は、財政調整基金として

積み立てを行うものでございます。 

  以上、概要を申し上げましたが、よろしく御審議の上、御決議賜りますようお願い申し上げます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第７ 一般質問 

○議長（別府福雄君） 日程第７ 一般質問を行います。 

  一般質問の発言者は、９番、高橋良衛君１名であります。 

  なお、質問は時間制限の中で行っておりますので、質問者も、答弁者も要旨を要約し円滑な議事

進行について、御協力をお願いいたします。 

  高橋良衛君の質問を許します。 

  ９番、高橋君。 

                〔９番 高橋良衛君登壇〕 

○９番（高橋良衛君） ９番、高橋良衛であります。ただいま議長より発言の許可がございましたの

で、今定例会の一般質問を通告に従い行います。よろしくお願いいたします｡ 

  ことしの３月に発生しました東日本大震災は、いまだ皆さんの記憶にも鮮明に残っているものと

思います。自然の猛威からの復興、原発事故の収束と、これからも長い道のりになるものと考えま

す。また、私たちも復興への協力支援は今後も続けなければならないと考えております。 

  さて、救急時、救急災害現場と聞かれてまず思い浮かぶ場面はどんな場面でしょうか。火災、交

通事故、急な病気、地震、大雨などによる水害があります。これら救急現場にいち早く駆けつけ、

私たちの生命、財産を守ってくれるのが消防職員の皆さんであることは言うまでもございません。

感謝するばかりでございます。先ほども報告がございましたが、「消防年報２０１１」によります

と、救急出動８，５００件余、搬送人員も８，２２０名余と過去最高と、非常に悲しい事態となっ

ているとのことでございます。 

  そこで、今回の質問は、私たちの生命、財産を第一線で守ってくれる消防体制について、お伺い

いたします。 

  １点目として、佐久地域１１市町村を所轄します消防職員体制についてお聞きします。 

  ２点目としまして、現在の消防署の配置でございますが、どのような根拠に基づいて配置されて

いるのか、お伺いいたします。 

  ３点目としまして、広域各消防署の建築経過年数と更新計画でございます。連合長の招集あいさ

つの中でございましたが、一部重複する部分もございますが、御答弁のほうよろしくお願いいたし

ます｡ 

  最近では私たちの生活スタイルの変化に対応するため、新たな消防機器の導入がされてきており
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ます。しかし、いざ災害、救急出動となったとき、最前線の対策本部となる消防署がどのような状

態か見ると、現在の状況は老朽化等一抹の不安があるものであります。平成２８年度当初までには

無線のデジタル化を整備しなければならないとお聞きしております。その点との関連も含めお伺い

したいと思います。 

  以上、本席からの質問とします。よろしく御答弁をお願いいたします。 

○議長（別府福雄君） ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

  消防長、茂原君。 

                〔消防長 茂原孝好君登壇〕 

○消防長（茂原孝好君） それでは、高橋議員さん御質問の「広域消防施設の更新計画」につきまし

て、順次お答えを申し上げます。 

  初めに、広域消防職員の数並びに女性職員の状況についての御質問でございますけれども、佐久

広域連合消防本部は、御存じのとおり、佐久地域１１市町村を管轄しておりまして、人口２１万人

余の圏域住民の生命、財産を災害から守るため、１本部・７消防署・１分遣所体制で、職員総数は

２３２名、その人員配置につきましては、現有車両等を火災・救急出動等に対処して有効に運用で

きるよう、交代要員を考慮した配置となっております。 

  このうち、女性消防職員は７名おりまして、配置の状況は本部に１名、佐久消防署に２名、軽井

沢消防署１名、川西消防署２名、御代田消防署１名でございます。 

  次に、広域消防署所配置の現状につきまして、お答えを申し上げます。 

  現在の消防署所の位置は、管内主要幹線道路であります国道１８号線、国道１４１号線、国道１

４２号線沿いに位置いたしまして、人口の密集した地域や市街地に近接した状況にあり、また、隣

接する消防署所との位置におきましても、基本的に半径５キロメートルのエリアで接しております。

このことから、バランスのとれた配置状況となっておりますので、広域的な災害対応が可能な体制

を確保していると認識をしております。 

  続きまして、広域各消防署所建築経過年数と更新計画につきまして、お答えを申し上げます。 

  初めに、各消防署所の建築経過年数でございますが、小諸消防署が昭和４９年で築３７年経過、

佐久消防署が昭和５１年で築３５年が経過、軽井沢消防署が平成１３年で築１０年経過、北部消防

署が昭和４６年で築４０年が経過、川西消防署が昭和５８年で築２８年が経過、南部消防署が昭和

４９年で築３７年が経過、御代田消防署が平成１０年で築１３年が経過、川上分遣所が平成１２年

で築１１年の経過となっております。 

  このような状況の中で、消防本部といたしましては、近年の社会情勢の変化、また、自然災害の

多発により、災害が複雑多様化するとともに、大規模化する中で、災害発生に際し、迅速に対応す

る機動力や救急・救助体制充実のほか、通信指令体制構築や老朽化した消防庁舎の建てかえが課題

となっております。 
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  こうした中で、消防署庁舎の整備に関しましては、従前より消防署が管轄する市町村の負担によ

り建設をしていただいていることから、関係市町村と協議をしながら進めております。 

  現在、本部として整備を進めたいと計画している消防署は、南部消防署、北部消防署、佐久消防

署、小諸消防署の４署でございまして、順次その進捗状況などをお答えいたします。 

  初めに、南部消防署におきましては、昭和４９年に建設され３７年が経過し、老朽化が著しいこ

とから、平成２１年７月の「南佐久郡南部広域行政推進協議会」におきまして、平成２４年４月ま

でに新築移転することが決定され、平成２２年度用地決定、実施設計を経て、平成２３年８月の建

設着手と、順調に事業が進んでおります。 

  竣工予定は、平成２４年３月で、場所につきましては、現庁舎より南に約２キロメートルの位置

にございます、小海町大字豊里字福山風取岩１８６２番地外でございます。庁舎の規模は、敷地面

積約３，１００平方メートル、鉄筋コンクリート造、延べ面積１，３８７平方メートルで、総工費

約４億円とお聞きしております。 

  次に、北部消防署でありますが、現建物は、昭和４６年に建設され既に４０年が経過しており、

建物の老朽化、耐震強度の不安並びに事務所・車庫等の手狭を解消するため、昨年度から庁舎の建

てかえにつきまして、関係する佐久市、佐久穂町と協議する中で、議会全員協議会においても御報

告いたしました南佐久環境衛生組合内の空き地を適地といたしまして、南佐久環境衛生組合等と協

議をしてまいりました。 

  一方、この建設予定地につきまして、事前の現地調査等をした結果、千曲川ハザードマップによ

る約２メートルの浸水区域であること、国道１４１号線西側が急傾斜地崩壊警戒区域であること等

が判明いたしました。 

  この結果を受けまして、佐久市、佐久穂町と協議する中で、消防行政を担うものといたしまして、

防災拠点である消防署を事前に災害が予想される場所に建設することへの矛盾等がありますことか

ら、現在は、現庁舎より約６００メートル北側で、コスモホール入り口信号の角地の民有地につき

まして、用地取得ができないか、地権者と協議に入っております。 

  なお、今後のスケジュールでございますが、遅くても平成２６年度の竣工を目指して、佐久市、

佐久穂町と協議をしていきたいと考えております。 

  続いて、佐久消防署でありますが、昭和５１年に建設され築３５年が経過し、本年度実施した耐

震診断では、強度は確保されているものの、老朽化が進んでおります。一方で、消防本部として、

「消防・救急無線のデジタル化」「通信指令センター」の設置など、本部機能の充実が喫緊の課題

となっております。中でも、「無線のデジタル化」につきましては、国において電波法等の改正が

行われまして、平成２８年５月までにデジタル化をするよう法制化されました。 

  このため、消防本部といたしましては、平成２８年度に本格運用をするためには、平成２７年度

を試験運用期間として、平成２６年度中にはハード面の整備を完了したいと考えております。 
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  こうしたことから、消防本部機能の充実のためには、基幹消防署である佐久消防署内に消防本部

機能を一緒に整備したいと考えておりますので、平成２６年度の竣工をめどに、現消防署から余り

離れていない位置で適地を選定していただけるよう、佐久市にはお願いをしているところでござい

ます。 

  最後に、小諸消防署につきましては、昭和４９年１１月に建設され築３７年が経過し、老朽化が

進んでおりますことから、本年３月より小諸市へは消防署改築についてお願いをしてまいりました。

このたび「施設整備計画」に位置づけをしていただける方向で検討をしているということをお聞き

しております。 

  いずれにしましても、消防署庁舎の整備につきましては、冒頭申し上げましたとおり、消防署が

管轄する市町村の負担により、整備することとされていることから、広域連合の「広域計画」及び

消防本部の「消防諸所の配置等に関する指針」に従って、関係市町村と協議を進めながら、整備を

図ってまいりたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします｡ 

  以上でございます。 

○議長（別府福雄君） ９番、高橋良衛君、再質問はよろしいですか。 

  ９番、高橋良衛君。 

○９番（高橋良衛君） どうもありがとうございました。今の御答弁を聞きまして、本当に女性消防

隊員、職員７名を含む多くの方が我々の生命、財産を守っていただけているということを理解でき

ました。そうした中で、後段ございました消防署所等、また施設等の整備につきましても、広域消

防本部のみではできないと、すべての関係市町村の御協力、御理解がなければ進まないんだなとい

うことも十分理解できました。今、消防長から御答弁があった年次計画でぜひこの消防署所、ある

いは施設等が今後整備されますことを私からもお願い申し上げまして、私の今定例会の質問を以上

とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

○議長（別府福雄君） 高橋君の質問は、以上で終結いたしました。 

  これをもって、一般質問は終結いたしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第８ 議案の質疑 

○議長（別府福雄君） 日程第８ これより議案の質疑を行います。 

  議案第２５号 小型動力ポンプ付水槽車の購入についての質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 



－ 36 － 

  これをもって、議案第２５号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定についての質疑を行

います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第２６号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第２７号 平成２２年度佐久広域消防特別会計歳入歳出決算認定についての質疑を行

います。 

  順次発言を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第２７号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第２８号 平成２２年度佐久広域養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について

の質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第２８号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第２９号 平成２２年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定につ

いての質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第２９号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３０号 平成２２年度佐久広域救護施設特別会計歳入歳出決算認定についての質疑

を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 
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  これをもって、議案第３０号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３１号 平成２２年度佐久広域食肉流通センター特別会計歳入歳出決算認定につい

ての質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３１号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）についての質疑を

行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３２号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３３号 平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３号）についての質疑を

行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３３号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３４号 平成２３年度佐久広域養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）につい

ての質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３４号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３５号 平成２３年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）に

ついての質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３５号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３６号 平成２３年度佐久広域救護施設特別会計補正予算（第１号）についての質

疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３６号の質疑を終結いたします。 

  次に、議案第３７号 平成２３年度佐久広域食肉流通センター特別会計補正予算（第２号）につ

いての質疑を行います。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、議案第３７号の質疑を終結いたします。 

  これをもって、議案質疑は終結いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第９ 議案の委員会付託 

○議長（別府福雄君） 日程第９ 議案の委員会付託を行います。 

  付託委員会につきましては、議会運営委員会で御協議願っておりますので、議案付託表のとおり

付託したいと思いますが、これに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案付託表のとおり、所管常任委員会に付託することに決しました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（別府福雄君） 本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたします。 

  ここで、委員会審査のため休憩といたします。再開は、委員会審査終了次第といたします。 

  暫時休憩いたします。 

（午後 ３時３９分） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（別府福雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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（午後 ５時４５分） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程第１０ 付託議案の委員長報告、質疑・討論・採決 

○議長（別府福雄君） 日程第１０ 付託議案の委員長報告を行います。 

  初めに、総務委員会に付託した議案について、総務委員長から報告願います。 

  総務委員会委員長 有坂君。 

                〔総務委員長 有坂 章君登壇〕 

○総務委員長（有坂 章君） 総務委員長報告を申し上げます。 

  本定例会において当委員会に付託になりました案件について、審査の結果を御報告申し上げます。 

  議案第２５号 小型動力ポンプ付水槽車の購入について、当委員会は原案どおり可決するものと

決しました。 

  議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定について、歳入の部と歳出

の款１会議費、款２総務費、款６公債費、款７予備費であります。当委員会は原案認定とするもの

と決しました。 

  議案第２７号 平成２２年度佐久広域消防特別会計歳入歳出決算認定について、当委員会は原案

認定するものと決しました。 

  議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）について中、歳入全部で

ございます。当委員会は原案どおり可決するものと決しました。 

  議案第３３号 平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３号）について、当委員会は原

案どおり可決するものと決しました。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（別府福雄君） 議案第２５号から議案第２７号、及び議案第３２号、議案第３３号の５件を、

一括議題として、これより質疑に入ります。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、質疑を終結いたします。 

                〔総務委員長 有坂 章君降壇〕 

  なお、議案第２６号、議案第３２号につきましては、各常任委員会委員長報告終了後、討論、採

決いたしますので、御承知願います。 

  これより議案第２５号、議案第２７号、議案第３３号について、討論に入ります。 

  討論ございますか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 討論なしと認めます。 

  討論を終結いたします。 

  議案第２５号 小型動力ポンプ付水槽車の購入についてを採決いたします。 

  総務委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、総務委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第２５号は、総務委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第２７号 平成２２年度佐久広域消防特別会計歳入歳出決算認定についてを採決いた

します。 

  総務委員長の報告は、原案認定であります。 

  本案は、総務委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第２７号は、総務委員長報告のとおり認定されました。 

  次に、議案第３３号 平成２３年度佐久広域消防特別会計補正予算（第３号）についてを採決い

たします。 

  総務委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、総務委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３３号は、総務委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、経済建設保健衛生委員会に付託した議案について、経済建設保健衛生委員長から報告願い

ます。 

  経済建設保健衛生委員会委員長 内堀君。 

                〔経済建設保健衛生委員長 内堀恵人君登壇〕 

○経済建設保健衛生委員長（内堀恵人君） 本定例会において、当委員会に付託になりました案件に

ついて、審査の結果を御報告申し上げます。 

  議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定について中、歳出４款衛生

費について、当委員会は原案認定するものと決しました。 

  議案第３１号 平成２２年度佐久広域食肉流通センター特別会計歳入歳出決算認定について、当

委員会は原案認定するものと決しました。 
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  議案第３７号 平成２３年度佐久広域食肉流通センター特別会計補正予算（第２号）について、

当委員会は原案可決するものと決しました。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（別府福雄君） 議案第２６号、議案第３１号、議案第３７号の３件を一括議題として、これ

より質疑に入ります。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、質疑を終結いたします。 

                〔経済建設保健衛生委員長 内堀恵人君降壇〕 

  これより議案第３１号、議案第３７号について、討論に入ります。 

  討論ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  議案第３１号 平成２２年度佐久広域連食肉流通センター特別会計歳入歳出決算認定についてを

採決いたします。 

  経済建設保健衛生委員長の報告は、原案認定であります。 

  本案は、経済建設保健衛生委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３１号は、経済建設保健衛生委員長報告のとおり、認定されました。 

  次に、議案第３７号 平成２３年度佐久広域食肉流通センター特別会計補正予算（第２号）につ

いてを採決いたします。 

  経済建設保健衛生委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、経済建設保健衛生委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３７号は、経済建設保健衛生委員長報告のとおり、可決されました。 

  次に、社会文教委員会に付託した議案について、社会文教委員長から報告願います。 

  社会文教委員会委員長 柳澤君。 

                〔社会文教委員長 柳澤重也君登壇〕 

○社会文教委員長（柳澤重也君） それでは、社会文教委員会の報告を申し上げます。 
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  本定例会において、当委員会に付託されました案件について、審査の結果を御報告申し上げます。 

  議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定について中、歳出款３民生

費、款５教育費について、当委員会は原案どおり認定するものと決しました。 

  議案第２８号 平成２２年度佐久広域養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について、当委

員会は原案どおり認定するものと決しました。 

  議案第２９号 平成２２年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について、

当委員会は原案どおり認定するものと決しました。 

  議案第３０号 平成２２年度佐久広域救護施設特別会計歳入歳出決算認定について、当委員会は

原案どおり認定するものと決しました。 

  議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）について、当委員会は原

案どおり可決するものと決しました。 

  議案第３４号 平成２３年度佐久広域養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）について、当

委員会は原案どおり可決するものと決しました。 

  議案第３５号 平成２３年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）について、

当委員会は原案どおり可決するものと決しました。 

  議案第３６号 平成２３年度佐久広域救護施設特別会計補正予算（第１号）について、当委員会

は原案どおり可決するものと決しました。 

  以上で、報告を終わります。 

○議長（別府福雄君） 議案第２６号、及び議案第２８号から議案第３０号、議案第３２号、議案第

３４号から議案第３６号までの８件を一括議題として、これより質疑に入ります。 

  順次発言を許します。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって、質疑を終結いたします。 

                〔社会文教委員長 柳澤重也君降壇〕 

  これより議案第２８号、議案第２９号、議案第３０号、議案第３４号、議案第３５号、議案第３

６号について、討論に入ります。 

  討論ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  議案第２８号 平成２２年度佐久広域養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定についてを採決

いたします。 
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  社会文教委員長の報告は、原案認定であります。 

  本案は、社会文教委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第２８号は、社会文教委員長報告のとおり、認定されました。 

  次に、議案第２９号 平成２２年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを採決いたします。 

  社会文教委員長の報告は、原案認定であります。 

  本案は、社会文教委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第２９号は、社会文教委員長報告のとおり、認定されました。 

  次に、議案第３０号 平成２２年度佐久広域救護施設特別会計歳入歳出決算認定についてを採決

いたします。 

  社会文教委員長の報告は、原案認定であります。 

  本案は、社会文教委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３０号は、社会文教委員長報告のとおり、認定されました。 

  次に、議案第３４号 平成２３年度佐久広域養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）につい

てを採決いたします。 

  社会文教委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、社会文教委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３４号は、社会文教委員長報告のとおり、可決されました。 

  次に、議案第３５号 平成２３年度佐久広域特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決いたします。 

  社会文教委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、社会文教委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３５号は、社会文教委員長報告のとおり、可決されました。 
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  次に、議案第３６号 平成２３年度佐久広域救護施設特別会計補正予算（第１号）についてを採

決いたします。 

  社会文教委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、社会文教委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３６号は、社会文教委員長報告のとおり、可決されました。 

  次に、議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定についての討論に入

ります。 

  討論ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  議案第２６号 平成２２年度佐久広域連合一般会計歳入歳出決算認定についてを採決いたします。 

  各常任委員長の報告は、原案認定であります。 

  本案は、各常任委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第２６号は、各常任委員長報告のとおり認定されました。 

  これより、議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）についての討

論に入ります。 

  討論ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  議案第３２号 平成２３年度佐久広域連合一般会計補正予算（第２号）についてを採決いたしま

す。 

  各常任委員長の報告は、原案可決であります。 

  本案は、各常任委員長報告のとおり決することに、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第３２号は、各常任委員長報告のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎継続審査議決 

○議長（別府福雄君） 次に、各常任委員長、議会運営委員長から、それぞれ閉会中の継続審査並び
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に調査の申し出がございます。 

  お諮りいたします。 

  各常任委員長、議会運営委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査並びに調査に付することに、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（別府福雄君） 御異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の継続審査並びに調査に付することに決しました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎退任副連合長あいさつ 

○議長（別府福雄君） ここで、平成２３年１２月をもって御勇退されます中島副連合長からごあい

さつがございますので、お聞き取りください。 

                〔広域副連合長 中島育男君登壇〕 

○副連合長（中島育男君） ただいま御紹介をいただきました南相木村長の中島育男でございます。

本当にきょうは、時間もかかっている中、貴重な時間をいただき、高い席から退任のあいさつとい

うことで、大変恐縮をしておるところであります。 

  私は、議員として４年間、そして村長として８年間、この広域連合にお世話になりました。この

間、各市町村長さん初め、議会議員の皆さん、そして、広域連合の職員の皆様には大変お世話にな

りました。ありがとうございました。今後は、この佐久地域に住む一住民として、この地域の発展

のために、大好きなこの佐久地域のために、少し役に立てればなと、このように思っておるところ

であります。 

  最後になりますが、広域連合のますますの御発展と本日御参会の皆様方の御健勝を御祈念申しま

して、まことに簡単ではありますが、御礼のごあいさつとさせていただきます 

  どうも長い間、ありがとうございました。 

○議長（別府福雄君） 中島副連合会長におかれましては、８年の長きにわたり、佐久圏域の発展の

ため多大な貢献をいただきました。これまでの御尽力に対しまして、衷心より敬意を申し上げます

とともに、御健勝と御多幸を御祈念申し上げます。 

  本当に長い間、ありがとうございました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎日程１１ 閉会宣告 

○議長（別府福雄君） 以上をもって、本日の日程は終了いたしました。 

  これをもって、平成２３年佐久広域連合議会第３回定例会を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

（午後 ６時０４分） 
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